
「第 3 回 烏山在宅医療連携塾」プログラム 

■ テーマ  ：「看取りについて考えてみよう」 

■ 主 催  ：高齢者救急地域連携塾 在宅医療分科会 

■ 共 催  ：スマートエイジング普及研究会 

■ 助 成  ：公益財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団 

■ 開催日時 ：２０１４年１０月１７日（金）１８：３０～２０：３０ 

■ 開催場所 ：世田谷区立粕谷区民センター  

 

■ プログラム： 

 (司会) 太田 祥一 (医療法人社団親樹会理事長 恵泉クリニック院長) 

１．スマートエイジング 

  １）「“スマートエイジング”とは」 

  野口 英一  先生（公益財団法人東京防災救急協会副理事長） 

  ２）「元気に歩こう」 

 太田 祥一（医療法人社団親樹会理事長 恵泉クリニック院長） 

  ３）「おいしく食べよう、よりよく生きるための口腔ケアの実際」 

大塚 博子  先生（医療法人社団高輪会歯科訪問診療研究所副所長）  

２．「高齢者医療と看取り」  

会田 薫子  先生（東京大学大学院人文社会系研究科 

死生学・応用倫理センター特任准教授） 

３．「末期患者・脳死患者の延命治療と看取り：高齢者救急医療の現場から」 

￼ 横田 裕行  先生（日本医科大学高度救命救急センター教授） 

 


